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県立図書館情報システムが新しくなり，２月１日（火）からご利用いただけます。そこで，新シ
ステムの新しい機能を紹介します。

１ 横断検索機能
これまでは，県立図書館のみの蔵書検索でしたが，「横断検索」ボタンをクリックし，検
索対象図書館を選ぶことにより，県内２２市町公共図書館，１０大学附属図書館等の蔵書を
一度に検索することができるようになります。

２ 利用者向けインターネットパソコンの導入
利用者の方が調査等に活用していただけるように，インターネットに接続できるパソコン
を導入します。それに伴いオンライン商用データベースも６種類導入します。
（導入するオンライン商用データベース）
① 南日本新聞データベース
② 日経テレコン２１
③ 聞蔵２ビジュアル
④ ＭＡＧＡＺＩＮＥＰＬＵＳ
⑤ ＬｅｘｉｓＮｅｘｉｓ（レクシスネクシス）ＪＰ
⑥ 官報情報検索サービス
※ ２階閲覧室のカウンター前の情報コーナーに６台，１階児童文化室に１台設置します。
奄美図書館は，新館開館時に３台設置済です。
利用の際は，カウンターに申請が必要です。※
端末の利用時間は，原則として一人３０分以内です。※

３ インターネットによる図書予約機能・・・平成２３年４月１日運用
これまで，貸出中の本の予約については，当館に来館していただく必要がありましたが，
自宅のパソコンや携帯電話により，いつでも簡単に本を予約することができます。

また，これまで以上に県立図書館を知り，利用していただけるように，２月１日（火）から３月
２４日（木）まで，県立図書館の施設やサービス，新システムの利用の仕方を紹介した「図書館を
楽しもう展」を行います。この機会に，ぜひ県立図書館へおいでください。

図書館情報システム等の更新のため，２月の一般閲覧室用新着図書の配架日は次のようになって
います。

２月１日（火 ，１５日（火 ，２６日（土）） ）
皆様のご利用をお待ちしています。
なお，児童文化室用新着図書の配架日は，通常どおり２３日（水）です。



新着図書案内新着図書案内

☆郷土の本☆

○「林芙美子女のひとり旅」角田 光代，橋本 由起子・著 新潮社

☆一般の本☆

○「わたしが救われたたった一言」 ディスカヴァー・トゥエンティワン

○「 」西川 順子，齋藤 珠美・著 雷鳥社２時間で気ままにつくる雑貨屋さんの製本教室

○「怒らない技術」嶋津 良智・著 フォレスト出版

○「遊ばない社員はいらない」髙島 郁夫・著 ダイヤモンド社

○「南極で宇宙をみつけた！」中山 由美・著 草思社

武田 ひさこ・著 文芸社○「 」おかあさん、テロってなに？パレスチナってどこにあるの？

○「 気」の日本人」立川 昭二・著 集英社「

○「なぜ日本の若者は自立できないのか」岡田 尊司・著 小学館

○「飛び跳ねる教室」千葉 聡・著 亜紀書房

○「お風呂ストレッチ」久永 陽介・著 秀和システム

○「熊田千佳慕のクマチカ昆虫記」熊田 千佳慕・著 求龍堂

○「人生をリセットする、部屋の片づけと模様替え」天沼 寿子・監修，文 主婦の友社

○「柳井正未来の歩き方」柳井正・述 大塚 英樹・著 講談社

○「ちひろ冬の画集」いわさき ちひろ・著 ちひろ美術館・編 講談社

○「第一回選択希望選手」横尾 弘一・著 ダイヤモンド社

○「パリの幼稚園のフランス語ノート」森田 けいこ・著 三修社

○「史上最強の内閣」室積 光・著 小学館

○「坂ものがたり」藤原 緋沙子・著 新潮社

○「東慶寺花だより」井上 ひさし・著 文藝春秋

このほかの新着図書は，インターネットや利用者端末の蔵書検索，新着図書コーナーの目録

で探すことができます。

図書館カレンダー
1月（ 印は休館日）

日 月 火 水 木 金 土

23 24 25 26 27 28 29
30 31

１月は図書館システム更新等のため休館です。

２月（ ・ 印は休館日）

日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３ ４ ５

10 11 12６ ７ ８ ９

13 14 15 16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26
27 28

印は，整理研修日（学習室のみ※

） 。午前９時～午後５時まで開館 です

県図職員おすすめの一冊

「林芙美子女のひとり旅」
角田 光代・著 橋本 由起子・著

ポプラ社

鹿児島に縁のある作家として知られている

林芙美子は，旅する作家でした。日本国内に

とどまらず，北京，パリへも一人で出かけて

います。

紀行文に目を通すと，旅を通して芙美子が

感じたことがいきいきと表現されています。

芙美子の作品をきっと読んでみたくなること

でしょう。

この図書は郷土資料コーナー

にあります。


